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1. はじめに 

近年、プラズマと液体の界面での反応を利用し

た材料プロセス、医療などへの応用が注目を集め

ている。プラズマにより誘起される液相反応は、

主にプラズマ-液体界面で起こる。 液体をミスト

化することによって、プラズマと液体との間の接

触面積が増大し、より効率的かつ制御性の高い反

応場を形成することが期待される。本研究では、

帯電ミストを生成するためにテイラーコーン[1]

によるエレクトロスプレー法を使用した。  

これまでに印加電圧、溶液の表面張力および導

電率を変化させた際にテイラーコーン先端で発

生する負のコロナ放電の挙動は観察されている

[2]。しかしながら、テイラーコーンによるエレク

トロスプレーの挙動と放電との関係は明らかで

はない。本研究では、テイラーコーンの特性と放

電電流に及ぼす印加電圧の影響を調べることに

より、液滴の放出と放電電流の関係を調べた。 

2. 実験方法 

実験装置を Fig.1に示す。電極には内径 0.5 mm、

外径 0.8 mmのステンレス製ノズルと直径 80 mm

のアルミ製平板を用い、電極間距離は 1 cmに固

定した。試液として、表面張力と導電率の調整の

ためにドデシル硫酸ナトリウム(SDS)を蒸留水に

１wt％混合した溶液を使用した。ノズルにＵ字管

を接続して SDS 溶液を供給した。141 kΩの電流

制限抵抗を介して電極間に DC 電圧を印加した。

テイラーコーンおよび液滴放出の観察には、高速

度カメラ（Photron：Mini AX200）を使用した。放

電電流は 1 kΩの抵抗両端の電圧から測定した。 

3. 結果と考察 

Fig.2 に高速度カメラにより観測した印加電圧

5.5 kV のときのテイラーコーン先端の振動を示

す。コーン先端が先鋭になると同時に液滴の放出

が確認され、コーン先端の振動周期は数 10 μsオ

ーダー程度であった。コロナ放電による放電電流

パルス群も 10 μsオーダー程度の周期で出現して

おり、放電電流とコーンの振動を同期させ観測し

たところ液滴の放出と同時にパルス群の先頭パ

ルスが生じていた。したがってテイラーコーン先

端の先鋭化に伴い、電界強度が増大して放電が開

始していると考えられる。Fig.2 において放出さ

れた液滴の大きさは直径 4 μmであり約 1.4 m/sの

速度で放出されていると推定された。 
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Fig. 1 Experimental arrangement with cathodic nozzle 

   

Fig. 2 Photographs of tip of Taylor cone with cathodic nozzle by 

high speed camera with exposure time of 2.78 μs and frame rate of 

360000 fps. 
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